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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，統計学におけるベイズの定理に基づいて集団成員の態度変容モデル
を再構築することであった。初年度は先行研究をベイズ的観点から捉え直し，仮説モデルを理論的に構築するこ
とに専念した。問題の所在として，態度測定法，機械学習，モデル推定法の三つからのアプローチが考えられ，
特に態度測定法としての実験的取り組みを重ねた。
本研究の成果として，新しい態度形成理論の発展に寄与したと考えられる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to reconstruct an attitude change model of 
group members based on Bayes' theorem in statistics. In the first year, the author reconsidered the 
preceding research from the Bayesian viewpoint and concentrated on the theoretical construction of 
the hypothesis model. As a location of the problem, the approach from three of attitude measurement 
method, machine learning, model estimation method was considered, and especially, the experimental 
challenge as attitude measurement method was repeated.
As a result of this study, it seems to have contributed to the development of the new attitude 
formation theory.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
実験的アプローチでは，ベイズ統計学的検証方法が有用であることを重ねて示すこととなった。また社会的関係
が複雑な，家族関係のデータに対するモデリングや，分布としての態度測定に関する調査法を開発したことで，
今後の社会心理学研究における調査デザインについて，革新的なアイデアを生み出すに至った。



1 研究開始当初の背景
社会心理学における態度研究では，態度尺度で測定したものを構造方程式モデリングで表現する手法が主流
であった。しかしそうした研究の背景にある態度理論そのものは，80年代以降停滞しているままであった。態
度研究はこれまで以下のような問題点を抱えたまま進んできたのである。

1. 個人差を誤差として扱った平均的モデルに限定されること。
2. ある時点のスナップショット的研究となるため静的な構造しか表現できないこと。
3. 実験研究は極めて特殊で短期的な変化に限定されたデモンストレーションにしかならないこと。

一方，現実には人はその態度について，自律的に，主体的に，かつ動的にその構造を変え，中長期的なパター
ンを形成している。また獲得されていく態度は徐々に収斂していくように見える。しかしこうした現実を表す
モデルはまだ構築されていなかった。
そのモデルを構築する手がかりとして，本研究はベイズ統計学の知見を導入した。社会科学において
統計学はデータを記述・要約するツールに過ぎないと考えられているが，本研究ではベイズ統計学を
人間の態度過程モデルそのものであると捉え，現実的で生態学的妥当性の高い新しいモデルを構築するも
のである。

2 研究の目的
ベイズ統計学の基本原理は，事前の仮定にデータを与えてその仮定を更新する点にある。これは調査や実験
的アプローチで，前後の状況や環境から切り出した対象しか研究できなかった問題点を解決しうる着想である。
ただし，この原理を取り込むことで，態度を確率分布として理論的に定義し直すことが必要になる。これまで
は正規分布する個人の静的な態度得点が仮定されていたが，ベイズ的観点からは正規性に限定されない確率分
布として概念を捉える枠組みを刷新しなければならない。また新しい観点を導入する利点として，集団や社会
を確率分布の分布を仮定した階層ベイズモデルとして表現することができるようになる。このように態度理論
の基礎的仮定をベイズ的に書き改めた，新しいベイズ的態度理論を構築する必要がある。本研究の狙いは，こ
うした新理論の基盤となる研究実践の素地を形成することであった。

3 研究の方法
初年度は先行研究をまとめるモデル導入期として，先行研究をベイズ統計から捉え直し，仮説モデルを理論
的に構築することに専念した。数回の研究打ち合わせや，ベイズ統計法に関する資料，ワークショップへの参
加により，問題の所在として態度測定法からのアプローチ，機械学習からのアプローチ，統計モデリングのア
プローチ（推定法としてのベイズ理論の応用），の三方向より検証をすすめた。
2年目は申請者の過去の研究データにベイズ的手法を適用し，その有用性を検証した。次にこれまで継続的
に行われてきた家族関係に関する研究にも，ベイズ的態度理論の考え方を導入し，小集団における対人関係を
構成するモデルの構築に着手した。同時に新しい態度概念に基づいた研究を行うためには，データもそれに即
した形で得られている必要があることから，新しい態度測定法に関する 2，3の予備的な調査研究を行なった。
最終年度にあたって，引き続きモデリングと新しい調査法の開発を進めてきた。またベイズ統計学について
の知見を深め，社会心理学における態度理論としてどのような骨子が必要であるかを共同研究者と共に議論し，
現在も引き続きこれらの点について検討中である。これまでのモデリング実践，測定法の研究，機械学習や計
算論的臨床心理学の知見を踏まえた論考について，今後統合的な理論体系にまとめるべく引き続き検討を行う。
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4 研究成果
初年度は，これまでの研究データをもとに対人相互作用モデルを構築し，実践した例を学会報告した (小
杉・清水,2016; 小杉・清水・水谷・武藤・平川,2016)。二年目は具体的な研究テーマとして記憶実験の検証，
家族関係調査データに対するモデリング，分布としての態度測定に関する予備的調査実験などを重ねた (石盛
ほか,2017;小杉ほか,2017)。記憶実験の実証モデルとしてのベイジアンアプローチは論文としての成果に達し
たが (Kosugi,2017)，家族関係調査データについてはモデリングの自由度が高いため，いくつものモデル・パ
ターンが想定され，確定的なモデルの決定にまでは至らなかった。また，態度測定に関する調査については一
応の結果が得られ，学会報告に至ったが (大江・小杉,2017)，実施上の問題点がいくつかみられた。二年目は
当初，態度の時系列的変化をベイズ的に予測するモデルを構築するために，時系列的調査を行う予定であった
が，既に得られたデータで類似のアプローチができることから，このデータに新しい分析法でアプローチする
手法をとった。三年目は態度調査の中で態度が更新されることを明らかにするべく，いくつかの調査実験を行
い，学会報告の成果を得た (平川・小杉,2018)。
ベイズ統計学の基本原理は，事前の仮定にデータを与えてその仮定を更新する点にある。これは調査や実験
的アプローチで，前後の状況や環境から切り出した対象しか研究できなかった問題点を解決しうる着想である。
社会的態度がそもそもベイズ的性質を持っていることを示すためには，個々の研究の背景として，理論的な裏
付けが必要であり，理論から作られる態度モデルと，態度モデルを検証する実践例が必要であった。本研究で
は，態度理論の基礎的仮定をベイズ的に書き改めた，新しい態度理論の枠組みの整備と方法論的革新の萌芽と
なるものになった。
最後に本研究の副産物として，ベイズ統計学の様々な問題に対する適用例や，ベイズ統計学に関する出版成
果物，統計学的革新についての国際協力論文などが得られたことを付記しておく。
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